
第 92回理事会議事録 

 

１．日  時：2024年 1月 26日（金）18時 30分～19時 50分 

２．議決方法：オンライン会議システム Zoomを使用した 

３．議事参加者：【理事 11名】 鳩山勝郎、浅越琴美、伊藤直彦、久保公人、齋藤陽子、 

寺本直志、橋本公二、森村俊介、柳澤彰子、山田和彦、 

吉田正 

               【監事 2名】   関口修、正村祐一 

【事務局 2名】 高野英樹事務局長、仲村篤志競技会事業部長 

 （理事現在数：12名、定足数 7名、本人出席 11名） 

４．議事の経過及び結果 

WEB 会議システムを用いて理事会を開催した。WEB 会議システムにより出席者の音

声と映像が即時に他の出席者に伝わり適時的確な意見交換ができることを確認した。

鳩山会長を議長に、議題を逐一審議した。 

 

第１号議案 第 91回議事録の承認について 

議事録案を承認した。 

 

第 2号議案 正会員の申込について 

以下の会友 2名の正会員の申込が承認された。 

荒川聡一（会員番号 147729）推薦者：大政哲人、高野英樹 

      緒方敏広（会員番号 137452）推薦者：高山陽雅、長浜武彦 

 

第 3号議案 2024年度予算の件 

鳩山会長代行より 2024年度予算について以下の説明があった。 

2024年度予算は 2023年 12月時点から状況の変化はなく、約 400万円の赤 

字予算を見込んでいる。2024年度は 2023年度と比較し、総収入は年会費収 

入および競技会事業収入の微減により少し減少することを織り込み、その分 

をユースの代表派遣費の見直し、ユース代表派遣への新規支援の獲得で補う 

ことで、全体としては 2023年度並みの収支におさまることを想定した。 

検討の結果、2024年度予算の方向性は了承され、3月理事会で引き続き審議 

を行うこととした。 

 

第 4号議案 役員候補選出規則の件 

寺本総務担当理事より役員候補選出規則の変更案が提出され、以下の説明が 

あった。 

役員候補選出のための資格は現在の規則では役員就任時の年齢を 80歳未満と 



定められているが、ブリッジプレイヤーの 1番多い世代は 70代および 80代 

であることから、それを 85歳以下に変更を行いたい。 

検討の結果、役員候補選出規則の変更案を承認した。 

 

第 5号議案 各委員会及び事業部報告 

      1. 企画委員会 

吉田企画委員長より 1月 10日に行われた企画委員会について以下の報告があ

った。 

月次収支について、12月は概ね例年通りの結果となった。12月までの損益累

計は約 800万円の黒字である。9月以降の月次収支はやや持ち直して、決算見

込みは赤字額が予算を下回る見込みである。 

JCBLの 2024年度以降の収支の見通しの厳しさ、および収支の改善策の検討

の必要性を指摘する意見が出され了承された。2月の企画委員会で検討を行う

こととし、事務局が改善の案を作成することとした。 

2．競技委員会 

寺本競技委員長より 1 月 17 日に開催された第 286 回競技委員会について報

告があった。 

3．普及事業部 

齋藤普及事業担当理事より 11 月および 12 月に開催された京葉、横浜、渋谷

の初心者特別大会に JCBL が参加賞提供の支援を行い、昨年より参加者数が

する結果となった旨報告があった。 

齋藤普及事業担当理事より JCBL の財政状況の厳しさが指摘され、収支改善

の検討の場を設けたいとの提案があった。検討の結果、収支改善を検討する方

向性は了承され、企画委員会で扱っていくこととした。 

      4.  競技会事業部 

      山田競技会事業担当理事より競技会事業部活動状況および資格取得者の報 

告があった。 

5. 国際交流事業部 

吉田国際交流事業担当理事より 2024年 5月に予定されている APBFコング 

レスについて報告があった。同コングレスではユースも合わせて開催される。 

6．広報事業 

柳澤広報事業担当理事より広報活動について以下の報告があった。 

広報活動として Facebookおよび Xに多数の情報掲載を行っている。1ヵ月あ

たり 40本ほどアップしている。プレスを巻き込んだ効率的な広報戦略を事務

局もまじえて考えていきたい。 

7. ルール委員会 

宮内ルール委員長より、ブリッジの規則が 2024年 1月より一部変更されてお



り連盟HPや会報で会員会友に浸透させていく旨報告があった。 

      8. 法人・管理部 

寺本法人・管理担当理事より 12月末時点の比較財務諸表、月次収支実績、ク 

ラブ勘定残高について以下の報告があった。 

2023年の収支状況については、12月末時点での収支累計は約 8百万の黒字 

となっており、昨年の同時期と比べ約 2千 5百万円の収支の悪化となってい 

る。決算見込みは予算より少ない赤字にとどまる見込み。クラブ勘定の残高に

ついては問題がない。 

 

第 6号議案  その他の議案 

1. 次回理事会開催について 

次回理事会は 2024 年 3月 15 日（金）18時 30分よりオンラインにより

開催する 

 

本日のWEB会議システムを用いた理事会は、即時・双方向性が満たされており、終始異常

なく議題の審議を終了した。 

 

2024年 1月 26日 

公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 

第 92回理事会 

代表理事  鳩山 勝郎 

 

代表理事  久保公人 

 

監  事  関口 修 

 

正村 祐一 

 

議事録作成者 寺本直志 


